
事前の避難により難を逃れた事例(広島県広島市西区田方）

○広島市西区田方地区で複数の民家が巻き込まれる土砂災害が発生。
○地域住民は、避難所へ事前に避難していた人が多く、人的被害はなかった。

R3年8月事例
【速報】

ひろしまし にしく たかた

写真：アジア航測(株)提供

災害発生場所

災害発生
14日19時頃

避難指示［8/13 17:41］

【災害の経緯】
●13日17:41避難指示
●13日22:05土砂災害警戒情報
●発災前に多くの人が避難
●14日19時頃：災害発生

多くの人が避難



事前の避難により難を逃れた事例(広島県広島市安佐南区山本）

○広島市安佐南区山本地区で、民家が巻き込まれる土砂災害が発生。
○立退き避難に遅れた場合や困難になった場合の次善の策として、自宅２階へ垂直避難を行ったことにより、人的被害を免れた。

R3年8月事例
【速報】

ひろしまし あさみなみく やまもと

災害発生場所

避難指示［8/13 7:59］

【災害の経緯】
●13日07:59避難指示
●13日09:00土砂災害警戒情報
●発災前に自宅２階へ避難
●14日12時半頃：災害発生

災害発生［14日12時半頃］



事前の避難により難を逃れた事例(広島県広島市安佐南区伴中央）

○広島市安佐南区伴中央地区で、民家が巻き込まれる土砂災害が発生。
○住民は、事前に避難しており、人的被害はなかった。

R3年8月事例
【速報】

ひろしまし あさみなみく ともちゅうおう

災害発生場所

避難指示［8/13 7:59］

【災害の経緯】
●13日07:59避難指示
●13日09:00土砂災害警戒情報
●発災前に避難
●14日昼頃：災害発生

災害発生［14日昼頃］

発災前に避難



独自の避難基準・事前の避難事例(岐阜県郡上市大和町）
ぐじょうし やまとちょう

○岐阜県郡上市大和町島・奥田洞谷地区では、令和２年７月に土砂崩れが発生しましたが、住民は全員避難して無事でし
た。

○この地域では、自治会長を中心に住民同士がSNSを活用してグループを作り、大雨に関する情報を共有しています。注意
を呼びかけるだけでなく、避難を終えると報告し合っています。

○また、避難指示の基準を独自に設けており、雨量基準を超えるとサイレンが鳴り、黄色のランプが点灯します。それに加え、
土石流センサーが破断するとサイレンが鳴り、赤色のランプが点灯することで住民に避難を呼びかけを行っています。

○令和3年8月の大雨でも、8月13日午後３時過ぎにサイレンがなり、黄色ランプが点灯。その後、１５分ほどの間に、住民が
車などで速やかに親戚の家などに避難していく様子が確認されました。

【設置したサイレン】 【ＳＮＳによる避難情報の共有・確認】

R3年8月事例



避難により難を逃れた事例(長野県茅野市）

○長野県茅野市において、複数の民家が巻き込まれる土石流災害が発生。
○地域では例年、避難訓練を実施し、災害への意識を高めていたことに加え、避難指示発令後、防災無線により避難を呼
び掛けたり、市消防団員等が住民に直接声を掛けて回り、住民の多くが避難して人的被害はなかった。

R3年9月事例
【速報】

ち の し

多くの住民が避難

②

①

③

下馬沢川

【土砂災害警戒区域と写真位置】

①

② ③

災害発生（9/5夜間※）

※発災時間は不明


